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１．計画の背景 

・佐世保市は、426.6k ㎡の広い面積を有しており、南北方向を軸として、乗合バス路線、

および鉄道路線が市域をカバーしています。 

・少ない平地に人口や事業所が集積している佐世保市では、市街地を縫うように運行する

バス路線が数多く設定されており、多くの市民が日常的に利用していることから、バスの

分担率が 14％と全国でも非常に高い状況です。多くの市民がバスをはじめとする公共交通

で市街地へ向かい、にぎわいのある中心市街地が形成されているのが特徴です。 

・一方、市内の人口減少や高齢化が進行しており、公共交通機関の利用者は減少する傾向

にあります。利用者減少に合わせて、適宜、バス運行本数の見直し等の改善を図っている

ものの、収入減によって事業者の収益性が低下する傾向にあります。また、ドライバー人

材の不足や車両等の設備投資の必要性が高まるなど、事業者の経営環境は厳しさを増して

いると考えられます。 

・市内では、西肥自動車、佐世保市交通局およびさせぼバスの３事業者が路線バスを運行

していますが、各社で重複する区間も多いものの、ダイヤや本数設定は各事業者が独自で

行っていることから、サービスの適正化を図ることが求められているところです。 

・一方、鉄道については、市北部では松浦鉄道（ＭＲ）、南部では九州旅客鉄道（ＪＲ九州）

（佐世保線・大村線）が運行を行っており、通学等の市内の移動需要、および広域的な輸

送を担っています。近年は市外からの来訪者が増加しており、鉄道の利用も微増傾向にあ

ります。 

・佐世保市にはハウステンボスが立地し、また九十九島・平戸方面への玄関口ともなって

いるなど、国内外からの来訪者が集まる観光資源の豊富なエリアです。広域連携による観

光振興の取り組みが進められるなか、観光・集客施策と連携した公共交通の利用促進を展

開することが求められます。 

 

・国においては、平成 25 年に『交通政策基本法』が定められ、27 年 2 月に同法に基づ

く交通政策基本計画が閣議決定されるとともに、26 年 5 月には『地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律』が一部改正されました。まちづくりや観光振興等の地域戦略との

一体性を確保し、地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークを形成することや、

地域特性に応じた多様な交通サービスの組み合わせ、住民の協力を含む関係者の連携、と

いった方向性が示されたところです。 

・このような状況のなか、佐世保市においても、まちづくりと一体となった公共交通のネ

ットワークの再編や来訪者を対象とした需要創造も視野に入れた、公共交通ネットワーク

の整備に関する計画策定が求められているところです。 

・以上を背景に、佐世保市では地域公共交通活性化協議会を発足させ、「地域公共交通網形

成計画」を策定することとしました。 
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２．計画の位置づけ 

・まちづくりに係る計画として、佐世保市総合計画や佐世保市都市計画マスタープラン等

があります。これらの上位計画を踏まえながら、コンパクトなまちづくりや利便性の高い

公共交通ネットワークを充実させることにより、持続可能で住みやすい地域社会を実現す

ることを目指す「地域公共交通網形成計画」を策定します。 

 

 

３．計画の期間及びこれまでの経緯 

・本計画の対象期間は、当初は、１0 年間を展望しながら、概ね平成 31 年度までの５年間

としており、５年後を目処として目標を設定し、それまでの取り組み状況や目標の達成度、

周辺状況等を踏まえた検証について、協議会を定期的に開催して行うとともに、社会情勢

の変化に合わせ、必要に応じて計画の見直しを図ることとしています。 

・特に、その５年間のうちに本計画の基本方針３「利便性を維持した持続可能なバス事業

を実現する」の各施策の事業化を目指していましたが、調査検討の結果、複数事業者が競

合している現状では実現が困難であることが判明したことから、バス事業の運行体制の一

体化の可能性を検討し、最適なバス運行体制のもとでの抜本的なバス路線の再編を推進す

る等を検討方針とすることを追加し、本計画の見直しを平成２８年６月に行ったところで

す。 

・その後、佐世保市地域公共交通活性化協議会を始め、議会や住民の皆様のご意見を伺い

ながら、バス事業者と検討を重ねた結果、「交通局を廃止し、西肥自動車に路線を集約した

うえで、させぼバスが一部路線の受託運行を担う」という方針を市として決定し、平成３

０年９月議会において交通局の廃止関連議案が承認されました。 

・いよいよ、本計画の内容である各施策の事業化が実現する運びとなったことから、地域

公共交通再編実施計画を平成３１年３月１日から３年間の計画期間で策定することとして

おりますが、そのためには、平成３１年度までの計画期間である本計画の期間の見直しが

必要となってきます。 

・もともと、１０年間を展望しながら平成２７年６月に策定した計画であることから、計

画期間を平成３６年度＜２０２４年度＞までの１０年間と変更し、当初に設定した目標に

ついての検証を踏まえ、平成３６年度時＜２０２４年度時＞の目標値を設定します。 

 

４．計画の区域 

・長崎県佐世保市内としますが、必要に応じて区域の見直しを図ります。なお、佐々町は、

現時点では計画の区域には含まれませんが、地域の交通流動等の観点で、現在の区域と密

接に関係していることから、その状況等をできるだけ踏まえた計画の内容としています。 
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５．基本方針  

  

（１）佐世保市における公共交通ネットワークの方向性 

・426.6k ㎡に及ぶ広い市域を有する佐世保市では、離島を除く全ての地域拠点どうしが

鉄道および乗合バスによって結ばれており、都市計画マスタープランに示された「多極が

連携した都市構造」を踏まえた公共交通ネットワークが整備されていると考えられます。 

・このうち、市域を主に南北に縦断する鉄道については、市の郊外部を中心に、通勤・通

学を始めとした市民の日常生活を支えるとともに、市民の市外への移動や市外からの来訪

者の受け入れなど、広域的な輸送手段として、その役割を果たしてきました。今後とも、

郊外を中心とした市民の日常的な移動手段として、また増加する佐世保市への観光客の輸

送手段として、バスや他交通モードとの連携を進めながら、その役割を発揮していくこと

が期待されています。 

・一方、乗合バスについては、自動車利用の普及、人口減少等から、全国的傾向に違わず、

本市においてもバス利用者は減少していますが、市の中央部及びその周辺地域、また鉄道

駅がない郊外部を中心に路線ネットワークが形成されており、その利用率は全国と比較し

ても高く、市民生活に密着した存在となっています。公共交通ネットワークに大きな位置

を占めるバスについて、人口減少に対応した持続可能な経営を図りつつ、バス間や他モー

ドとの連携を強化し、高齢者を含め、自家用車に過度に依存しなくて済む生活移動を支え

ていくことが期待されています。 

 

・以上のように佐世保市においては、既に鉄道と乗合バスを軸とする公共交通ネットワー

クが形成されているとともに、鉄道および乗合バスについては概ね住み分けがなされてい

ると考えられます。 

・これからは、現状の公共交通ネットワークを維持するとともに、まちづくりや観光振興、

高齢者福祉、教育や子育て支援、地球温暖化対策等の幅広い分野との連携を図りながら、

利用者ニーズに沿った効率的な事業への改善や利用促進、交通モード間の連携を積極的に

推進し、より一層利便性が高い公共交通ネットワークをめざします。そのことにより、地

域の人口減少の中、利用者の減少を最小限に止め、増加傾向にある来訪者の利用を増加さ

せることで持続可能な公共交通ネットワークの形成を目指します。 
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（２）公共交通ネットワーク形成の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐世保市における公共交通の４つの課題に対応して、以下のとおり基本方針を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これからのまちづく

りを展開するうえで、

利用者ニーズに対応

した公共交通ネット

ワークの形成が必要 

 

【基本方針１】 

まちづくりの軸となる利便性の高い 

公共交通ネットワークを形成する 

 

【基本方針２】 

複数モードの連携により 

公共交通ネットワーク全体の利便性を確保する 

 

【基本方針３】 

利便性を維持した持続可能なバス事業を実現する 

 

【基本方針４】 

公共交通の利用促進・需要創造を推進する 

公共交通ネットワー

クを構成する鉄道、バ

ス等の各公共交通モ

ード間の連携の強化

が必要 

乗合バスの事業環境

が悪化するなかで、競

合路線を中心とした

バス路線の再編が必

要 

市外からの来訪者が

増加するなかで、地域

と連携しながら公共

交通の利用促進を図

る必要 

市民に親しまれ来訪者にやさしい公共交通づくり 

 

本市では、これまでも路線バスや鉄道等の公共交通を基軸としてまちづくりを推進

してきました。定住人口が減少する中、公共交通ネットワークを維持・形成するため

には、来訪者も含めたすべての人にとって、やさしく、わかりやすい公共交通づくり

を進めます。 

まちづくりや中心市街地活性化、観光振興、高齢者福祉・健康増進、教育・子育て

支援、地球温暖化対策など、地域が展開する諸施策と連携しながら、市民・利用者や

事業者、商店、教育機関、医療・福祉機関等の多様な参画を得ながら、利便性の高い、

持続可能な地域公共交通ネットワークの形成を図ります。 
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基本方針１：まちづくりの軸となる利便性の高い公共交通ネットワークを形成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・佐世保市は、近年の市町村合併を経て、市街地や中山間地、離島等の多様な地域か

ら構成される、426.6k ㎡に及ぶ広い市域を有しています。中心市街地やその周辺

地域に人口や事業所が集積する一方、郊外部においても集落や事業所等が点在して

おり、鉄道とバスを中心に、これらを結ぶ全市的な公共交通ネットワークが形成さ

れてきました。 

・人口減少や来訪者の増加といった環境変化に的確に対応するためには、都市計画マ

スタープランに示された「多極が連携した都市構造」に沿った現状の公共交通ネッ

トワークの利便性を維持するのみでなく、さらに利便性の高い公共交通ネットワー

クの維持・向上が求められています。 

 

 

・鉄道とバスの役割分担等、各交通モードの役割やバスのタイプごとの役割を踏まえ

ながら、市民や来訪者の移動ニーズに対応するため、公共交通の軸の形成や結節点

の強化などを図り、効率的かつ利便性の高い公共交通ネットワークを形成します。 
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鉄道・バスのタイプと役割、整備の方向性 

タ イ プ 役   割 整備の方向性 該当する路線 

鉄道路線 ・主要都市軸を形成し、市外

と市内、および市内の「都市

核」、「地域核」、「生活核」を

結ぶ。 

・市内外との広域的な移動や、

通学をはじめとした市内の移

動を担う。 

・市民の広域的な移

動ニーズに対応し

たサービスの充実

／見直し 

・増加する市外から

の来訪者の移動ニ

ーズへの対応 

・ＪＲ九州佐世保線・

大村線 

・松浦鉄道 

基幹的な 

バス路線 

タイプ１ ・主要都市軸を形成し、「都市

核」と「地域核」を結ぶ。 

・市内のバス交通を中心とし

た公共交通網の基幹となる。 

・需要が多く、市域全体の公

共交通ネットワークを経営的

にも下支えする。 

・需要に見合った十

分な本数・輸送力の

確保 

・速達性等の利便性

の向上 

・効率化を通じた収

益性の向上 

 

・（佐々）～中里皆瀬～

大野～佐世保駅前～早

岐 

・相浦～日野～佐世保

駅前～早岐 

 

タイプ２ ・主要都市軸を形成し、「地域

核」や交通結節点と「生活核」

を結ぶ。 

・市内のバス交通を中心とし

た公共交通の基幹となる。 

・江迎～吉井～（佐々） 

・中里皆瀬～相浦 

・大野～柚木 

・早岐～江上～針尾 

・早岐～三川内 等々 

補完的な 

バス路線 

タイプ１ ・都市核、地域核と周辺住宅

地の間の移動手段 

・補完的な役割（フィーダー

的役割）を担う。 

・地域での市民の移

動ニーズに的確に

対応したサービス

の充実／見直し 

・需要に応じた効率

的なサービスへの

転換（小型車両利用

等） 

 

・天神、十郎原団地線 

・山祇線・木風線 

・山手循環線 

・花高団地線 

       等々 

タイプ２ ・主に「生活核」どうしを結

ぶ。 

・補完的な役割（フィーダー

的役割）を担う。 

・江迎～鹿町～小佐々

（～佐々） 

 

タイプ３ 

 

 

 

・生活核と周辺集落の間の移

動を担う。 

・補完的な役割（フィーダー

的役割）を担う。 

・世知原～菰田～中里

皆瀬 

・吉井～妙観寺～中里

皆瀬 

       等々 
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主な交通結節点の役割と整備の方向性 

場 所 役  割 整 備 の 方 向 性 

佐世保駅前 ・市中心部における、鉄道とバス

路線、及び基幹的なバス路線と補

完的なバス路線との乗換・乗継 

・市内外との広域的な乗継・乗換

拠点 

・広域的・拠点的な乗換・乗継結節点と

して、来訪者を含めた利用者の利便性向

上や情報発信力の強化を図る。 

早岐駅 ・市南部における、鉄道とバス路

線、及び基幹的なバス路線と補完

的なバス路線との乗換・乗継 

・早岐駅を中心とした商業・業務地の形

成や住宅等市街地の発展等まちづくり

の動向も踏まえ、利用者の移動ニーズに

対応した結節機能の形成を図る。 

（注）市外の佐々町についても市北部における鉄道とバス路線及び基幹的なバス路線と補完的なバス路線

との乗換・乗継拠点の役割を担う重要な結節点である。 

 

鉄道・バスの公共交通ネットワーク 

 

 

 

 

（図面は削除しています） 

  

小佐々

鹿町

世知原

柚木

三川内

宮

江上

針尾

黒島

宇久

補完的なバス路線（タイプ１）

乗換結節点となりうる拠点

基幹的なバス路線（タイプ１）

相浦

吉井

都市核：

地域核：

生活核：

商業・物流核：

基幹的なバス路線（タイプ２）

補完的なバス路線（タイプ２）

佐々町

江迎

補完的なバス路線（タイプ３）

鉄道路線

大塔

佐世保駅前

大野

中里皆瀬

日宇

早岐
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基本方針２：複数モードの連携により公共交通ネットワーク全体の利便性を確保する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

松浦鉄道

佐世保市交通局

西肥自動車

九州旅客鉄道（ＪＲ九州） 佐世保線・大村線

鉄道―鉄道の連携 バス―バスの連携鉄道―バスの連携

・佐世保市では、佐世保市交通局、西肥自動車、させぼバスの３社の路線バス事業者、

九州旅客鉄道（JR 九州）と松浦鉄道の２社の鉄道事業者、複数のタクシー事業者な

ど、多くの交通事業者が公共交通の運営を担っています。 

 

 

・公共交通ネットワーク形成の推進にあたっては、それぞれの交通モードの特徴を活

かした適切な役割分担、他交通モード間での乗継や乗換利便性の向上、競合している

区間での運行便のダイヤ分散化等を通じて、公共交通ネットワーク全体の利便性の維

持・向上および効率的な事業運営を実現します。 
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基本方針３：利便性を維持した持続可能なバス事業を実現する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競合路線における見直し 

  

（注）バス事業者の路線については、以下のとおり表示します。 

西肥自動車：西肥バス   佐世保市交通局（させぼバス含む）：市営バス 

西肥バス路線：

交通局路線：

重複バス路線：

（基幹的路線） （それ以外の路線）

早岐方面での西肥バス
と市営バスとの競合路
線の見直し中心市街地における各方面から

乗り入れる路線の見直しによる
本数の適正化

矢峰・柚木方面での西肥バスと
市営バスとの競合路線の見直し

相浦方面への西肥バスと
の市柄バスの競合路線の
見直し

黒髪・もみじが丘方面、
大宮方面での西肥バス
と市営バスとの競合路
線の見直し

矢峰営業所

黒髪営業所

佐世保駅前

東部営業所

北部営業所
・佐々バスターミナル

西肥バス単独路線：

市営バス単独路線：

競合バス路線：

（基幹的路線） （補完的路線）

・佐世保市においては、周辺地域から中心部を結ぶバス路線を中心に、長距離のバス系

統が多く運行されている一方、市街地周辺部の住宅地をきめ細やかに結ぶ路線も多数

設定されている等、地方都市の中では路線バス網が発達している地域といえます。 

・こうした利便性の高いバスネットワークを維持するとともに、必要となるサービスを

提供していくためには、思い切った路線再編をはじめ、抜本的な経営改善を図り、事

業者が保有する限られた経営資源（ドライバー人材、車両等）を効率的・効果的に活

用していく必要があります。 

 

・将来の需要予測等を踏まえながら各路線のサービスを需要に見合った適切な水準に見

直し、これらを効率的に組み合わせたネットワーク形成を目指します。 

・これからのバス事業の運行体制について、１つの事業者でバス事業を統括して行う一

体化の可能性の検討を推進したうえで、最適なバス運行体制のもとでの抜本的なバス

路線の再編および利用者の利便性の確保・向上策を図ることにより、将来的にも持続

可能なバスネットワークの構築を進めます。 
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基本方針４：公共交通の利用促進・需要創造を推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・朝夕の職場への通勤や高校・大学への通学、三ヶ町・四ヶ町をはじめとする中心

市街地等への買い物、医療機関への通院をはじめ、佐世保市の公共交通は市民生活

のなかで幅広く利用されています。 

・近年、増加傾向にある市外からの来訪者も含めて、さらなる利用促進を図るため

には、市民・利用者の移動ニーズ、生活ニーズに的確に対応したサービスの充実が

求められます。 

 

・そのためには、わかりやすいダイヤ設定や乗り場の整備、佐世保駅前等の拠点や

HP 等での情報提供の充実を図るとともに、バス、鉄道、タクシー等の交通事業者

はもとより、市民・利用者、商店、観光関連機関、教育機関、福祉機関等も幅広く

参加しながら、分野横断的に利用促進策を検討し、実行することによって、来訪者

も含めた需要創造を図ります。 
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６．計画の目標設定 

・４つの基本方針に沿って、計画期間において達成すべき目標について、下記の通り数値指標および目標値を設定します。 

 

 

目　　標 数　値　指　標 数値指標の説明
策定時

（平成27年6月）
平成30年11月時点

（途中経過）

目標値
平成33年度(2021年度)

※再編実施計画(H31.3策
定)の最終年度

目標値（10年後）
平成36年度(2024年度)
※形成計画の最終年度

出　典

「離島を除く地域拠点
（都市核・地域核・生
活核）が鉄道又は路線
バスで結ばれている」
割合を維持する

都市軸を形成し、都市拠点
（都市核・地域核・生活
核）を結ぶ鉄道・路線バス
の基幹的なネットワークの
充足度を示す指標。すべて
の地域拠点が鉄道・路線バ
スで結ばれている状況を１
００％とする。

100% 100% 100%
（現状維持を目標とする）

100%
(現状維持を目標とする)

－

「通勤・通学における
公共交通（鉄道・バス
等 ） の 利 用 率 （ 分 担
率）」を維持・増加さ
せる 

通勤・通学輸送が都市にお
ける公共交通の基幹的な役
割であると考えたうえで
の、公共交通ネットワーク
の利用状況を示す指標。

18.5%
（平成２２年）

18.5% 19.0%
（現状維持を目標とする）

19.0%
(現状維持を目標とする)

平成22年国勢
調査による。次
回は平成
32(2020)年が
調査対象。

「交通不便地区対策の
実施個所数」を増やす

現在の鉄道やバス路線ネッ
トワークが行き届いていな
い地区への接続や、バス路
線が赤字となっており将来
的に廃止の可能性のある地
区での対策など、補完的な
ネットワーク整備の進捗状
況を示す指標。

３か所
（中通、大野、世知原）

８か所
（中通、大野、世知原、三
川内、小佐々、柚木、江

迎、吉井）

１０か所
（H30年11月時点

＋黒髪・日宇）

１１～１２か所
（H33年度から1～2地区
増やすことを目標とする）

－

９件 12件 １６件 １９件

・パーク＆ライド６か所
（江迎鹿町、上相浦、皆
瀬、左石、佐世保、早岐）
・サンキューパス（九州内
のバス事業者で連携した企
画切符）
・スマートカード（長崎県
内のバスとＭＲ，長崎電気
軌道で共通して利用できる
ＩＣカード）
・佐世保観光パスポート
（交通局の１日乗車券と連
携したＪＲの企画切符）

（策定時より追加）
・高速、路線、観光バスの
企画切符の導入
・西肥バス定期利用者対象
のＭＲ連携サービス（社会
実験）
・ＭＲ佐々駅・佐々バス
ターミナル連携ダイヤ

（H30年11月時点に加え
て1年に１件ずつ増やして
いく）

（H30年11月時点に加え
て1年に1件ずつ増やしてい
く）

まちづくりの軸と
なる利便性の高い
公共交通ネット
ワークを形成する

複数モードの連携
に よ り 公 共 交 通
ネットワーク全体
の利便性を確保す
る

「複数の交通モード間
の連携策」を増やす

複数交通モード間の連携策
の進捗状況を示す指標。具
体的には、以下の施策・事
業の実施数を集計するもの
とする。
　－複数交通モード間の連
　　携に関する情報提供等
　　の取り組み件数
　－複数交通モード間の利
　　用における割引制度等
　　の導入件数
　－パーク＆ライドの件数

－
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目　　標 数　値　指　標 数値指標の説明
策定時

（平成27年6月）
平成30年11月時点

（途中経過）

目標値
平成33年度(2021年度)

※再編実施計画(H31.3策
定)の最終年度

目標値（10年後）
平成36年度(2024年度)
※形成計画の最終年度

出　典

「乗合バス路線におけ
る実車走行キロあたり
利用者数」（運行効率
を表す指標）を維持・
増加させる

乗合バス事業の運行効率を
示す指標。３事業者間の加
重平均値とする。

1.31人／キロ
（Ｈ25年度、西肥自動車、
佐世保市交通局、させぼバ

スの加重平均値）

1.36人／キロ
（Ｈ29年度、西肥自動車、
佐世保市交通局、させぼバ

スの加重平均値）

1.48人／キロ
（H29年度の収支率91.9％
を100％に改善した場合、

運行効率は100÷
91.9=1.09倍に高める必要
がある。そこで、H29年度
の実績値1.36人／キロ×
1.09＝1.48人／キロを目

標値とする）

1.48人/キロ
（再編実施計画の最終年度

時を維持する）

事業者データ
（合計値）

「乗合バス事業の収支
率（経常収益÷経常費
用、補助金を除く）」
を改善する

事業者における収支状況を
示す指標。３事業者の加重
平均値とする。

94.4%
（Ｈ25年度、西肥自動車、
佐世保市交通局、させぼバ

スの加重平均値）

91.9%
（Ｈ29年度、西肥自動車、
佐世保市交通局、させぼバ

スの加重平均値）

100%
（収支が均衡することを目

標とする）

100%
（収支が均衡することを目

標とする）

事業者データ
（合計値）

３件 ６件 ８件
・公共交通ふれあいフェス
タでの市内周遊モデルコー
スを県立大学生作成
・子育て支援団体ママパパ
と西肥自動車連携により路
線バス内でのベビーカーベ
ルト導入
・ＭＲ相浦駅改修に合わせ
県立大学からは絵、工業高
校からは絵とベンチの寄贈

（H30年11月時点に加え
て1年に1件ずつ増やしてい
く）

（H30年11月時点に加え
て１年に１件ずつ増やして
いく）

「通勤・通学における
公共交通（鉄道・バス
等 ） の 利 用 率 （ 分 担
率）」を維持・増加さ
せる 

通勤・通学利用における公
共交通の利用状況に係る指
標。

18.5%
（平成２２年）

18.5%
（平成22年）

19.0%
（現状維持を目標とする）

19.0%
（現状維持を目標とする）

平成22年国勢
調査による。次
回は平成
32(2020)年が
調査対象

「通勤・通学定期券・
敬老福祉特別乗車証以
外の利用者（来訪者含
む）」を維持させる

通勤・通学以外の日常生活
での利用や、観光客等の来
訪者の利用状況に係る指
標。

1100万人／年
（平成25年度）

756万人/年
（平成29年度）

756万人／年
（現状維持を目標とする）

756万人/年
（現状維持を目標とする）

事業者データ
（合計値）

公共交通の利用促
進・需要創造を推
進する

「地域が連携して企
画・実現した利用促進
の取り組みの数」を増
やす

行政と事業者、商店街や大
学・学校、病院など、地域
が連携した利用促進策の導
入状況を示す指標。

０件 　－

利便性を維持した
持続可能なバス事
業を実現する
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７．目標達成のための施策 

 

【施策体系】 

基本方針 施   策 

(1)まちづくりの

軸となる利便性

の高い公共交通

ネットワークを

形成する  

① 幹線・支線ネットワークの構築 
ⅰ）バス路線の「幹線（基幹的な路線）」「支線（補完

的な路線）」の仕分け・サービス基準設定 

② 基幹的な路線の利便性改善 ⅰ）基幹的な路線でのダイヤ改善 

③ 市民ニーズに対応した補完的な

路線の見直し 

ⅰ）補完系統の輸送サービスの改善 

ⅱ）交通不便地区対策の充実（住宅地等） 

ⅲ）交通不便地区対策の充実（郊外） 

④ 交通結節点の強化とそれを軸と

したネットワークの形成 
ⅰ）交通結節点の整備・形成 

(2)複数モードの

連携により公共

交通ネットワー

ク全体の利便性

を確保する 

①鉄道―バス、鉄道―鉄道の連携に

よる利便性向上 

ⅰ）鉄道とバスの乗継や競合区間の利用者選択の拡大 

ⅱ）鉄道―鉄道（ＪＲとＭＲ）の連携による利用促進① 

ⅲ）鉄道―鉄道（ＪＲとＭＲ）の連携による利用促進② 

ⅳ）佐世保駅前における乗換・乗継利便性の向上 

②多様な交通モードとの連携 ⅰ）パークアンドライド施設や駐輪施設の充実・活用 

(3)利便性を維持

した持続可能な

バス事業を実現

する 

① 需要と供給に見合ったサービス

の適正化 
ⅰ）需要と供給に見合ったサービスの適正化 

② 競合区間の見直し 

 

ⅰ）中心市街地に乗り入れる各路線の見直しを通じた適正化 

ⅱ）相浦方面の路線の見直し 

ⅲ）黒髪・もみじが丘、大宮方面の路線の見直し 

ⅳ）その他路線の見直し 

③ 車両運行効率化のための車庫等

の既存資源の利活用 

ⅰ）事業者間の営業所機能等の融通 

ⅱ）新たな車両転回・乗務員交代等の拠点の設置 

④ 共通定期券・事業者間の乗継割

引の導入 
ⅰ）共通定期券・事業者間の乗継割引の導入検討 

⑤ 労働力不足への対応、労働環境

の改善 
ⅰ）労働力不足への対応、労働環境の改善 

(4)公共交通の利

用促進・需要創

造を推進する 

 

① 利用者・来訪者に対するわかり

やすい情報提供の充実 

ⅰ）来訪者に対する情報提供の充実 

ⅱ）地域住民・利用者等に対する情報提供・意識啓発の推進 

ⅲ）佐世保駅前における乗換・乗継利便性の向上（再掲） 

ⅳ）バスロケーションシステムの導入検討 

② すべての人が移動しやすい環境

整備 

ⅰ）低床車両の導入促進 

ⅱ）バス停の乗り降りしやすい環境の整備 

③ 多様な交通モードとの連携 ⅰ）パークアンドライド施設や駐輪施設の充実・活用（再掲） 

④ ICカードの機能拡大 ⅰ）IC カードの更新を踏まえた機能拡大の検討 

⑤ 地域が連携した各種利用促進策

の企画・開発 

ⅰ）鉄道駅や停留所等の有効活用 

ⅱ）観光・商業施策等との連携 

ⅲ）健康・福祉施策等との連携 

⑥ ホスピタリティーの充実 ⅰ）外国人来訪者等への対応 
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【各施策の概要】 

・実施時期については以下のとおりです。 

■短期：２～３年で実現（平成 29 年度までに実現） 

■中期：４～５年で実現（平成 31<2019>年度までに実現） 

■長期：６～10 年で実現（平成 36<2024>年度までに実現） 

 

 

 

（１）まちづくりの軸となる利便性の高い公共交通ネットワークを形成する 

 

-①幹線・支線ネットワークの構築 

 

施策名 （１）－①－ⅰ） 

バス路線の「幹線（基幹的な路線）」「支線（補完的な路線）」の仕分け・

サービス基準設定 

実施概要 ・「佐世保市都市マスタープラン（平成 22 年度）」での将来都市構造にお

ける都市軸と整合させながら、市内バス路線の「基幹的な路線」「補完的な

路線」の仕分け、および各路線タイプの役割や整備方針に基づいたサービス

基準の設定・見直しを行います。 

実施主体 バス事業者 実施時期 短〜長期 

 

 

-②基幹的な路線の利便性改善 

 

施策名 （１） －②－ⅰ） 

基幹的な路線でのダイヤ改善 

（地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・佐々バスセンターや東部営業所を起点とした主に郊外からの長距離の基幹

的なバス路線について、運行を等間隔化するとともに、佐世保駅前等の市内

中心部における発車時刻を毎時〇分発といった特定時刻に統一するなど、わ

かりやすいダイヤに改善します。 

実施主体 バス事業者 実施時期 短～長期 
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-③市民ニーズに対応した補完的な路線の見直し 

 

施策名 （１） －③－ⅰ） 

補完的な路線の輸送サービスの改善 

実施概要 ・P69 の「鉄道・バスのタイプと役割、整備の方向性」のバスの補完的な

路線について、通院時間帯において病院を結節点にするなど、時間帯別の需

要・供給バランスを踏まえた、きめ細やかな系統・ダイヤ等の改善を図りま

す。 

・比較的運行頻度の多い補完的な路線において、等間隔運行の導入を検討し

ます。 

実施主体 バス事業者 実施時期 短～長期 

 

 

施策名 （１）－③－ⅱ） 

交通不便地区対策の充実（住宅地等）   （地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・道幅の狭い市街地内・周辺の住宅地など、比較的需要の多い不便地区対策

に対しては、超小型バスを導入し既存の補完的な路線の延長・迂回等によっ

て対応できないか、必要性のある対象地区を抽出し、運行計画案を作成しま

す。 

実施主体 佐世保市（公共交通政策担当部署等）、

バス事業者 

実施時期 短～長期 

 

 

施策名 （１）－③－ⅲ） 

交通不便地区対策の充実（郊外）     （地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・郊外の過疎地域など需要の少ないエリア（赤字バス路線）においては、定

期定路線運行型のバス路線から区域運行型デマンドタクシーへの転換につ

いて可能な対象地区を抽出し、運行計画案を作成します。 

実施主体 佐世保市（公共交通政策担当部署等）、

バス・タクシー事業者 

実施時期 短～長期 
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-④交通結節点の強化とそれを軸としたネットワークの形成 

 

施策名 （１）－④－ⅰ） 

交通結節点の整備・形成         （地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・都市マスタープラン上の地域核である早岐地域について、鉄道駅を中心に

した商業・業務地の形成や住宅等市街地の発展等まちづくりの動向も踏ま

え、周辺の新興住宅地や南部方面等からの移動と佐世保市街方面に向かう鉄

道及びバスとの交通結節点となる早岐駅のネットワーク機能を高めます。 

※例えば、早岐駅前東口のロータリーを活用して、鉄道や次の交通手段の間

の乗継を前提とした抜本的な路線への再編や、乗継・乗換割引の導入等の可

能性を検討し以下のような具体案を作成します。 

 ・南部各地域から早岐への区間運行バス 

 ・周辺住宅地と結ぶ地域バス 

 ・早岐から中心市街地方面への急行バス 

  

実施主体 佐世保市（公共交通政策担当部署等・

都市整備担当部署）、バス事業者、鉄

道事業者 

実施時期 長期 
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（２）複数モードの連携により公共交通ネットワーク全体の利便性を確保する 

 

-①鉄道―バス、鉄道―鉄道の連携による利便性向上 

 

施策名 （２）－①－ⅰ） 

鉄道とバスの乗継や競合区間の利用者選択の拡大 

（地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・鉄道駅におけるバス乗場等の情報案内の整備とともに、鉄道とバスの事業

者間の割引や共通定期券の導入、乗継時間やダイヤの調整等を推進します。

（但し、ＪＲのＩＣカードとバス事業者・ＭＲのスマートカードとの連携に

ついては課題が多く今計画期間においては実現困難と判断） 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、佐世保市（公

共交通政策担当部署等） 

実施時期 短～長期 

 
 

施策名 （２）－①－ⅱ） 

鉄道―鉄道（ＪＲ九州とＭＲ）の連携による利用促進① 

実施概要 ・広域的な観光振興を推進するため、JR 観光列車から MR へ、MR からＪ

Ｒ観光列車への人の流入を検討します。 

実施主体 鉄道事業者、佐世保市（観光担当部署） 実施時期 短～長期 

 
 

施策名 （２）－①－ⅲ） 

鉄道―鉄道（ＪＲ九州とＭＲ）の連携による利用促進② 

実施概要 ・現在運行されているＭＲによる早岐駅までの乗り入れ運行の継続を行いま

す。また、現時点での直通運転拡大は見込まれないものの、中長期的な課題

として、移動需要を踏まえた JR と MR との定期スルー運行の今後の拡大の

可能性について検討します。 

実施主体 鉄道事業者、佐世保市（公共交通政策担

当部署等） 

実施時期 中～長期 
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施策名 （２）－①－ⅳ） 

佐世保駅前における乗換・乗継利便性の向上 （（４）－①－ⅲ）にて再掲） 

（バス乗り場整備については地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・佐世保駅前において、鉄道－バス間の乗換やバスーバス間の乗継等を円滑

化するため、わかりやすいサイン表示を設置するとともに、離島航路への乗

換を円滑化するためのサイン表示等の充実を図ります。 

・バス事業者が連携した方面別の乗り場の整備を推進します。 

実施主体 バス事業者、鉄道事業者、佐世保市（公

共交通政策担当部署等） 

実施時期 短～長期 

関係機関 公安委員会、道路管理者、佐世保市（港

湾担当部署） 

 

 

②多様な交通モードとの連携 

 

施策名 （２）－②－ⅰ） 

パークアンドライド施設や駐輪施設等の充実・活用 

                   （（４）－③－ⅰ）にて再掲） 

実施概要 ・商店街活性化等の集客施策や商業施設等の駐車場活用策等と連携し、パー

クアンドライド（P&R）の活用促進を図るとともに、需要に応じて安価かつ

十分なスペースのパークアンドライド（P&R）施設や駐輪施設の整備・充実

を図ります。また、観光客等の来訪者用の交通としてレンタサイクルの活用

方策についても検討します。 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、佐世保市（公

共交通政策担当部署等・都市整備担当部

署・観光担当部署） 

実施時期 短～長期 

関係機関 道路管理者 
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（３）利便性を維持した持続可能なバス事業を実現する 

 

-①需要と供給に見合ったサービスの適正化 

施策名 （３）－①－ⅰ） 

需要と供給に見合ったサービスの適正化 

実施概要 ・バス路線全般について、利用者の移動ニーズ・生活ニーズに対応して、運

行時間や運行区間・経由地等の細やかな見直しや運賃改定など、需要と供給

に見合ったサービスの適正化を図ります。 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～長期 

 

-②競合区間の見直し 

施策名 （３）－②－ⅰ） 

中心市街地に乗り入れる各路線の見直しを通じた適正化 

（地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・基幹的な路線および郊外の補完的な路線は西肥バス、中心市街地およびそ

の周辺における補完的な路線は市交通局（させぼバス含む）が担うことを原

則に、郊外から中心市街地に乗り入れる西肥バス及び市交通局の各路線の見

直しを通じて、中心市街地に乗り入れるバスの運行本数を適正化します。 

・なお、郊外の非競合区間について、状況に応じ、乗換拠点の活用により、

運行頻度の維持又は向上を推進します。 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～中期 

 

施策名 （３）－②－ⅱ） 

相浦方面の路線の見直し         （地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・相浦方面（相浦桟橋・木宮町等）の基幹的な路線については原則、西肥バ

スによる運行とし、補完的な路線については、市交通局（させぼバス含む）

による運行としたうえで、各系統の運行区間・運行頻度等を見直し、総本数

を適正化します。 

・利用者の利便性を維持・向上させるため、事業者間の乗り継ぎの利便性を

確保します（ダイヤ調整、乗り継ぎ割引等）。 

・重複区間における共通定期券の導入可能性を検討します。 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～中期 
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施策名 （３）－②－ⅲ） 

黒髪・もみじが丘、大宮方面の路線の見直し 

（地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・黒髪・もみじが丘、大宮方面の補完的な系統については、原則、市交通局

（させぼバス含む）の役割を前提として、両事業者の輸送実態や役割分担の

あり方および本数配分について検討し適正化を図ります。 

・利用者の利便性を維持・向上させるため、事業者間の乗り継ぎの利便性を

確保します（ダイヤ調整、乗り継ぎ割引等）。 

・重複区間における共通定期券の導入可能性を検討します。 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～中期 

 

施策名 （３）－②－ⅳ） 

その他路線の見直し           （地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・南部・早岐方面は西肥バスの分担とする等、上記施策（３）―②－ⅱ）、

（３）―②－ⅲ）以外の競合路線について、両事業者の輸送実態や役割分担

のあり方および本数配分について検討し適正化を図ります。 

（大塔周辺までの役割を交通局も担うべきかは要検討） 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～中期 

 

-③車両運行効率化のための車庫等の既存資源の利活用 

施策名 （３）－③－ⅰ） 

事業者間の営業所機能等の融通  

実施概要 ・路線の見直しの際に必要となると想定されるため、各事業者の営業所・車

庫の相互融通によって、バス運行の効率化も図ります。 

実施主体 バス事業者 実施時期 短～長期 

 

 

施策名 （３）－③－ⅱ） 

新たな車両転回・乗務員交代等の拠点の設置 

実施概要 ・路線の見直しの際に必要となると想定されるため、民間商業施設や公共施

設・医療機関等の駐車場等を活用した、拠点設置の可能性について検討し活

用計画案を作成します。 

実施主体 バス事業者、佐世保市等 実施時期 長期 
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-④共通定期券・事業者間の乗継割引の導入 

 

施策名 （３）－④－ⅰ） 

共通定期券・事業者内外間の乗継割引の導入検討・実施 

（地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・再編による利用者の利便性の維持・向上のため、事業者内外間での乗継割

引や、各事業者のバスに乗車できる共通定期券等の導入を検討・実施します。

路線再編の方針によって望ましい手法が異なるものと考えられるため、路線

再編の検討に合わせて具体案を作成します。 

・事業者内での乗継割引の検討を行います。 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～長期 

 

 

-⑤労働力不足への対応、労働環境の改善 

 

施策名 （３）－⑤－ⅰ） 

労働力不足への対応、労働環境の改善 

実施概要 ・ダイヤの見直しや一部路線の再編等により、需要に見合ったサービス供給

へと適正化することによって、事業者における要員不足を解消するととも

に、収益性の高い環境を構築し、従業員の待遇改善を図ります。 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署） 

実施時期 短～長期 
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（４）公共交通の利用促進・需要創造を推進する 

 

-①利用者・来訪者に対するわかりやすい情報提供の充実 

 

施策名 （４）－①－ⅰ） 

来訪者に対する情報提供の充実 

実施概要 ・観光客や転入者向けのわかりやすい情報提供のため、公共交通地図を含め

た公共交通パンフレットを作成・配布します。 

・インターネット等において、路線・ダイヤや運行状況等のわかりやすい情

報提供を推進します。 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、

佐世保市（公共交通政策担当部署等・観光

担当部署） 

実施時期 短～長期 

 

 

施策名 （４）－①－ⅱ） 

地域住民・利用者等に対する情報提供・意識啓発の推進 

実施概要 ・地域住民の日常的な公共交通利用を促進するため、路線・ダイヤ等の状況

や公共交通利用のメリット等に係る情報提供、各種イベントの実施等を通じ

て、住民・利用者に対する意識啓発を推進します。 

実施主体 佐世保市（公共交通政策担当部署等）、鉄

道事業者、バス事業者、タクシー事業者 

実施時期 短～長期 

関係機関 地域住民・利用者等 

 

 

施策名 （４）－①－ⅲ） 

佐世保駅前における乗換・乗継利便性の向上 （再掲） 

（バス乗り場整備については地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・佐世保駅前において、鉄道－バス間の乗換やバスーバス間の乗継等を円滑

化するため、わかりやすいサイン表示を設置するとともに、離島航路への乗

換を円滑化するためのサイン表示等の充実を図ります。 

・バス事業者が連携した方面別の乗り場の整備を推進します。 

実施主体 バス事業者、鉄道事業者、 

佐世保市（公共交通政策担当部署等） 

実施時期 短～長期 

関係機関 公安委員会、道路管理者 
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施策名 （４）－①－ⅳ） 

バスロケーションシステム等の導入可能性の検討 

実施概要 ・中長期的な課題として、佐世保駅前等におけるバスロケーションシステム

等の導入可能性を検討します。 

実施主体 バス事業者 実施時期 中～長期 

 

 

-②すべての人が移動しやすい環境の整備 

 

施策名 （４）－②－ⅰ） 

低床車両の導入促進 

実施概要 ・バスの乗り降りを円滑化するため、利用者のニーズに対応しながら、低床

バスの導入促進を図ります。 

 

実施主体 バス事業者、佐世保市（公共交通政策

担当部署等） 

実施時期 短～長期 

 

 

施策名 （４）－②－ⅱ） 

バスに乗り降りしやすい環境の整備 

実施概要 ・バスの乗り降りを円滑化するため、支障のある歩道や違法駐車の多い箇所

を抽出し、対策を推進します。 

 

実施主体 バス事業者、警察、道路管理者 実施時期 短～長期 
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-③多様な交通モードとの連携 

 

施策名 （４）－③－ⅰ） 

パークアンドライド施設や駐輪施設等の充実・活用 （再掲） 

実施概要 ・商店街活性化等の集客施策と連携するなど、パークアンドライド（P&R）

の活用促進を図るとともに、需要に応じて安価かつ十分なスペースのパーク

アンドライド（P&R）施設や駐輪施設、タクシーベイ等の整備・充実を図り

ます。なお、観光地の交通として電動自転車の活用方策についても検討しま

す。 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、

佐世保市（公共交通政策担当部署等・都市

整備担当部署・観光担当部署） 

実施時期 短～長期 

関係機関 道路管理者 

 

 

-④ICカードの機能拡大 

 

施策名 （４）－④－ⅰ） 

IC カードの更新を踏まえた機能拡大の検討・実施 

（地域公共交通再編事業） 

実施概要 ・スマートカードの積み増しの利便性向上（自動積み増し機の増設、コンビ

ニ入金など）や、商業施設での利用機会の拡大など、システム更新をきっか

けとした IC カードの機能拡大を検討・実施します。 

 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、 

佐世保市（公共交通政策担当部署等） 

実施時期 中期 

関係機関 タクシー事業者、商店街等 
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-⑤地域が連携した各種利用促進策の企画・開発 

 

施策名 （４）－⑤－ⅰ） 

鉄道駅や停留所等の有効活用 

実施概要 ・鉄道駅や停留所における待合室の快適化や駅舎空間の地域活動への使用提

供、役立つ情報提供を図ることにより、乗継等を含め快適で、親しみやすい

交通施設を整備します。 

・駐車場等の交通事業者が保有する資産の有効活用を図ります（駅前駐車場

を離島観光客増に向けた一時預かりの駐車場として活用する等）。 

実施主体 佐世保市（公共交通政策担当部署等）、鉄

道事業者、バス事業者、タクシー事業者、 

実施時期 短～長期 

関係機関 地域住民・利用者 

 

施策名 （４）－⑤－ⅱ） 

観光・商業施策等との連携  

実施概要 公共交通利用に関する潜在的な需要を調査したうえで、バス路線再編と併

せ、観光関連機関や大学等の教育機関、商店街等との連携による企画乗車券

や割引制度の導入、イベント実施など、利用促進策・活用策について検討・

実施します。 

実施主体 佐世保市（観光担当部署・公共交通政策担

当部署等）、鉄道事業者、バス事業者、タ

クシー事業者 

実施時期 短～長期 

関係機関 佐世保市（商工担当部署）、観光関連機関、

大学、商店街、利用者 

 

施策名 （４）－⑤－ⅲ） 

健康・福祉施策等との連携  

実施概要 ・健康・福祉政策等と連携しながら、免許証返納高齢者を対象としたタクシ

ー料金割引制度の浸透や、バス路線再編と併せ、高齢者の外出機会促進のた

めの地域公共交通の利用促進策・活用策について検討・実施します。 

実施主体 佐世保市（保健福祉・公共交通政策担当部

署等）、鉄道事業者、バス事業者、タクシ

ー事業者 

実施時期 短～長期 

関係機関 市民・利用者 
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-⑥ホスピタリティーの充実 

 

施策名 （４）－⑥－ⅰ） 

外国人来訪者等への対応 

実施概要 ・世界遺産登録に向けた動向や 2020 年オリンピック・パラリンピックの

機会を生かし、地域外や外国からの観光旅客にとって使いやすく、安心でき

る印象が残る地域交通としての整備を図ります（外国語標記の充実、窓口や

タクシーにおける、外国語と日本語の指差し対話シート等の普及を徹底な

ど）。 

 

実施主体 佐世保市（公共交通政策担当部署等・

観光担当部署）鉄道事業者、バス事業

者、タクシー事業者 

実施時期 短～長期 

関係機関 観光関連機関 

佐世保市外国人観光客ウェルカム協議会 

市民・利用者等 
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【各施策の実施時期（まとめ）】各施策の実施期間を以下のスケジュールに反映 

基本

方針 
網形成計画の施策体系 

実施時期 

短期 中期 長期 

H27 H28 H29 H30 H31 

2019 

H32～Ｈ36 

(2020～2024) 

(1) 

①幹線・支線ネットワークの

構築 

ⅰ）バス路線の「幹線（基幹的な路線）」「支線

（補完的な路線）」の仕分け・サービス基準設定 

          

②基幹的な路線の利便性改

善 
ⅰ）基幹的な路線でのダイヤ改善 

          

③市民ニーズに対応した補

完的な路線の見直し 

ⅰ）補完系統の輸送サービスの改善 
          

ⅱ）交通不便地区対策の充実（住宅地等） 
          

ⅲ）交通不便地区対策の充実（郊外） 
          

④交通結節点の強化とそれ

を軸としたﾈｯﾄﾜｰｸ形成 

ⅰ）交通結節点の整備・形成           

(2)  

①鉄道―バス、鉄道―鉄道の

連携による利便性向上 

ⅰ）鉄道とバスの乗継や競合区間の利用者選択の

拡大 

          

ⅱ）鉄道―鉄道（ＪＲとＭＲ）の連携による利用

促進① 

          

ⅲ）鉄道―鉄道（ＪＲとＭＲ）の連携による利用

促進② 

          

ⅳ）佐世保駅前における乗換・乗継利便性の向上 
          

②多様な交通ﾓｰﾄﾞとの連携 ⅰ）ﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞ施設や駐輪施設の充実・活用 
          

(3) 

①需要と供給に見合ったサ

ービスの適正化 
ⅰ）需要と供給に見合ったサービスの適正化 

          

②競合区間の見直し 

ⅰ）中心市街地に乗り入れる各路線の見直しを通

じた適正化 

          

ⅱ）相浦方面の路線の見直し 
          

ⅲ）黒髪・もみじが丘、大宮方面の路線の見直し 
          

ⅳ）その他路線の見直し 
          

③車両運行効率化のための

車庫等の既存資源の利活用 

ⅰ）事業者間の営業所機能等の融通 
          

ⅱ）新たな車両転回・乗務員交代等の拠点の設置 
          

④共通定期券・事業者間の乗

継割引の導入 
ⅰ）共通定期券・事業者間の乗継割引の導入検討 

          

⑤労働力不足への対応、労働

環境の改善 
ⅰ）労働力不足への対応、労働環境の改善 

          

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

企画検討・調整 

企画検討（一部実施） 

実施 

実施 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 

実施 

実施 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推

進 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

次
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再
編
実
施
計
画
に
沿
っ
て
実
施 

企画検討 

実施・及び適宜見直し 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

再
編
実

施
計
画

に
沿
っ

て
実
施 

再
編
実

施
計
画

に
沿
っ

て
実
施 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

次
期
再
編
実
施
計
画
を
策
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再
編
実
施
計
画
に
沿
っ
て
実
施 
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基本

方針 
施   策 

実施時期 

短期 中期 長期 

H27 H28 H29 H30 H31 

2019   

H32～Ｈ36 

(2020～2024) 

(4)  

①利用者・来訪者に対するわ

かりやすい情報提供の充実 

ⅰ）来訪者に対する情報提供の充実 
          

ⅱ）地域住民・利用者等に対する情報提供・意識

啓発の推進 

          

ⅲ）佐世保駅前における乗換・乗継利便性の向上 
          

ⅳ）バスロケーションシステムの導入検討 
          

②すべての人が移動しやす

い環境整備 

ⅰ）低床車両の導入促進 
          

ⅱ）バス停の乗り降りしやすい環境の整備 
          

③多様な交通ﾓｰﾄﾞとの連携 ⅰ）ﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞ施設や駐輪施設の充実・活用 
          

④ICカードの機能拡大 ⅰ）ICカードの更新を踏まえた機能拡大の検討 
          

⑤地域が連携した各種利用

促進策の企画・開発 

ⅰ）鉄道駅や停留所等の有効活用 
          

ⅱ）観光・商業施策等との連携 
          

ⅲ）健康・福祉施策等との連携 
          

④ スピタリティーの充

実 
ⅰ）外国人来訪者等への対応 

          

 

 

 

 

 

 

 

  

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

企画検討      実施 

企 画 検 討     

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

   継続実施 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 

企画検討（一部実施） 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに沿って推進 

 
実施 

実施 

再
編
実

施
計
画

に
沿
っ

て
実
施 

再
編
実

施
計
画

に
沿
っ

て
実
施 

再
編
実

施
計
画

に
沿
っ

て
実
施 

実施 
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８．計画の達成状況の評価 

 

・本計画の達成状況の評価は、佐世保市地域公共交通活性化協議会が主体となって実施し

ます。 

・本計画で定めた数値目標の達成状況について評価を行います。このうち、実績値が毎年

度把握できる指標については、毎年度進捗状況を把握するとともに、その達成状況に応じ

て、適宜、事業の見直しを図ります。計画期間の最終年次にはすべての数値目標の達成状

況について把握・評価を行い、その後の計画策定や事業の見直し等につなげます。 

・本計画に位置づけられている各事業については、その進捗状況を毎年度把握するととも

に、ＰＤＣＡサイクルに基づいて必要な見直しを図ります。 

 

 

 


